
 

 

 

 理 念  

昨日を反省し、今日を考え、明日に備える 

 
 

 

 
 

 基本方針  

１． 患者様の人権と意思を尊重し、患者様本意の医療を心掛けます。 

２．安全で良質な医療の提供を実践します。 

３．地域の医療機関・福祉施設との連携を推進し、社会的資源としての 

立場から地域医療に貢献します。 

４．日々研鑽し、良き医療従事者の育成と組織力の向上を目指します。 

５．臨床研究を推進し、医学の進歩に貢献します。 

６．適正で安定した病院経営を遂行し、医療の継続に寄与します。 

 



 

 

令和４年度くすの木病院年報 巻頭言 

 

 

 

医療法人社団 三思会 くすの木病院 

院長 高木 均 

 

 

コロナ禍も空けようとしている令和 5 年夏、令和 4 年度のくすの木病院年報をお届けし

ます。未だに予断は許されませんが、国民の 4 割がコロナウイルス感染抗体を保有してい

るとのデータは、以前ほどの感染拡大は無いであろうが、半数以上が未感染でワクチン接

種率が低下してきていることからも今後一定の感染は続くであろうとの予測の根拠となっ

ているようです。くすの木病院は令和２年の４月には発熱外来開設し、7月からコロナ感染

患者の入院受入れを開始し、令和 5 年 4 月から入院枠の縮小に至るまで 3 年間積極的にコ

ロナ対応に携わって参りました。21 年度は 7 月からの 9 か月で 136 人、22 年度 222 人の

コロナ患者の入院を受け入れました。感染管理の項でその辺りが触れられていますが、感

染症と向き合う現場の葛藤を dataからくみ取って頂ければと存じます。 

その他各診両部門も実績を伸ばしており群馬西部から埼玉北部に至る地域医療の一翼と

してさらに研鑽を積み貢献を続けていく所存です。急性期患者の疾患分布から高齢化社会

の到来に向き合い慢性期病床も充実してきていることも dataから読み取れます。外科、整

形外科の手術件数も増加しまさにケアミックス型にふさわしい病院像に近づいていたと自

負しております。 

コロナ禍の中でロシアによるウクライナ侵攻が始まったことは、燃料、食費を始めとす

る物価の高騰、薬の供給不足などをもたらし、医療供給体制を逼迫させています。経営面

でも大きな影響を受けましたが補助金で何とかしいでいるのが現状です。来年のトリプル

改定（診療報酬、介護報酬、障害福祉などサービス報酬）はさらに患者側、医療側の負担

を増悪させない方向で検討されますよう祈念しておりますが、病院側も祈ってばかりでな

くまさしく“スピード感”もって具体的な対策を講じていく所存です。 

今後くすの木病院が目指すべき将来構想として、全専門分野のカバーは困難な中でも、

初期医療で非専門分野を排除することなく総合診療的立ち位置を維持すべく努力してまい

ります。今後もご指導ご鞭撻のほどお願いして、巻頭言と致します。 



 

 

１  沿 革 

年号 年 月 事  項 

昭和 62 6 医療法人社団三思会 島田記念病院 開院 （一般 85 床） 

 内科、外科、整形外科を標榜 

昭和 62 6 保険医療機関の指定 

昭和 62 6 生活保護法医療機関の指定 

昭和 62 6 救急医療告示機関の認定 

昭和 62 7 更正医療機関の指定 

昭和 62 9 一般 85 床から 140 床に増床 

昭和 62 12 結核予防法医療機関の指定 

昭和 63 2 労災保険医療機関の指定 

昭和 63 6 一般 140 床から 256 床に増床 

平成 1 8 原子爆弾被害者一般疾病医療費の支払いを受ける医療機関の指定 

平成 4 4 風の子保育所 開設 

平成 6 6 一般 256 床より 251 床に変更 

平成 8 11 標榜科目に歯科口腔外科、アレルギー科、リウマチ科を追加 

平成 9 3 HLA 検査センターの指定 

平成 10 5 一般 251 床から 199 床に変更 

平成 11 5 一般 199 床から 35 床を療養病床へ 

平成 15 4 訪問看護ステーションいきいき神川の指定 

平成 16 12 新棟増築（療養病棟、理学・作業療法室、MRI 室、内視鏡室、X-TV 室） 

 一般 164 床から 160 床へ変更、療養 35 床から 54 床へ増床 

平成 17 4 回復期リハビリテーション病棟 開棟（一般 120 床、療養 54 床、回ﾘﾊ 40 床） 

平成 17 10 病院名称変更（島田記念病院からくすの木病院へ） 

平成 17 12 PET センター 開設 

平成 20 9 標榜科目に矯正歯科を追加 

平成 20 10 化学療法室、医療相談室の移設 

平成 20 11 標榜科目の追加・変更 

消化器内科、内視鏡内科、肝臓内か、腎臓内科、人工透析内科、糖尿病内科、血液内科、

呼吸器内科、循環器内科、消化器外科、乳腺外科、肛門外科、ペインクリニック内科、

放射線診断科、臨床検査科、救急科 

平成 21 5 禁煙認定施設の認定 

平成 21 9 歯科外来診察室一部改修工事 

 



 

 

 

年号 年 月 事  項 

平成 21 11 標榜科目に血管外科を追加 

平成 23 3 外来診察室一部改修工事 

平成 23 5 医療相談室改修工事、診療情報管理室の移設 

平成 23 10 風の子保育所 新築移設 

平成 23 11 化学療法室、調剤室、無菌製剤室、医療安全管理室の移設 

平成 24 2 情報システム室、医療クラーク室を設置 

霊安室、言語聴覚室 1・2 を移設 

平成 25 10 病理室を設置 

平成 26 6 標榜科目に神経内科を追加 

平成 27 4 巡回健診事業 開始 

平成 27 12 地域包括ケア病棟 開棟（一般 80 床、療養 54 床、回ﾘﾊ 40 床、包括 40 床） 

平成 27 12 敷地内全面禁煙 開始 

平成 28 4 禁煙外来 開始 

平成 30 1 創立 30 周年記念講演会 開催（みかぼみらい館） 

令和 2 4 帰国者接触者外来 開始 

令和 2 7 新型コロナウイルス感染症疑い患者受入協力医療機関の指定 

令和 2 9 発熱区域 設置 

令和 3 1 PCR 検査機器導入 

令和 3 3 コロナワクチン接種 開始 

令和 4 6 病院機能評価 3rdG:Ver.2.0 受審（更新） 

 

 



４  職員定員現員表                         （2022 年 3 月 31 日現在） 

部  門 職    種 
常 勤 非常勤 合   計 

人 数 人 数 人数 入職 退職 

診 療 部 

医師 16 46 62 0 2 

歯科医師 2 2 4 0 0 

ﾒﾃﾞｨｶﾙｸﾗｰｸ 20 0 20 0 2 

看 護 部 

看護師 84 23 107 13 8 

准看護師  31 9 40 5 3 

介護福祉士  4 3 7 0 2 

看護アシスタント   13 8 21 4 10 

准看学生 0 9 9 4 1 

歯科衛生士 5 0 5 0 0 

臨床検査技師 1 0 1 0 0 

診療技術部 

診療放射線技師 13 1 14 0 0 

臨床検査技師 9 0 9 2 1 

臨床工学技士   12 0 12 0 2 

管理栄養士 4 0 4 0 1 

薬剤師 4 0 4 0 1 

薬剤助手 2 0 2 0 0 

理学療法士 26 1 27 0 2 

作業療法士 11 0 11 0 3 

言語聴覚士 2 0 2 0 1 

健康増進部 

臨床検査技師  1 0 1 0 0 

看護師 1 0 1 0 0 

事務 6 0 6 0 2 

事 務 部 

事務 40 3 43 2 4 

診療情報管理士 3 0 3 0 0 

保育士 6 2 8 0 0 

管 理 部 

看護師 4 0 4 0 0 

准看護師 0 1 1 0 0 

社会福祉士 5 0 5 0 0 

事務 3 1 4 0 0 

在宅ｻｰﾋﾞｽ 
居宅介護支援事業所 6 0 6 0 0 

あさひ 3 0 3 0 0 

合    計 337 109 446 30 45 
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